
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

景観法に基づく埼玉県景観条例が上尾市全域に適用され、一定規模以上の大規模の建築物、工作物で

は届出が必要となります。埼玉県景観計画による景観形成基準を遵守してください。 

なお、上尾市は県の景観計画区域の中で「一般課題対応区域」に含まれ、用途地域がある地域は「都

市区域」、用途地域がない地域は「田園区域」に該当します。 

 

次の場合は届出が必要です。                      

○改築、移転も届出が必要です。 

○外観を変更する修繕、模様替え、色彩の変更は、立面のうちどれか一つの面積の３分の１を超える場合にのみ届出が必要です。 

○市内全域が対象です。 

 

事前協議制度を活用しましょう。…着工時期を早められます。          
景観法では、届け出てから 30 日経過しないと工事に着手できないと規定されています。これを行為着手制限期間

といいますが、埼玉県では、この期間を短縮する制度を設けました。正式な届出を行う前に、あらかじめ市の担当

者と計画について景観上の協議を行い、協議が整った物件については、行為着手制限期間を、30 日間から 7 日間

程度まで短縮するものです。（※その内容が景観形成基準に関して支障がない場合に限ります。）これが「事前協議

制度」です。プランが決まったら、できるだけお早めにお知らせください。 

 

 

必要書類は下記のとおりです。・・・２部提出してください。              

□景観計画区域内における行為の届出書 □付近見取図 □カラーで周囲状況が分かる現況写真   

□配置図（隣接する土地の建物等の種類も記入）□景観形成基準対応説明書 □各立面図（着色。外観の

材料も記入）□委任状（代理人が届け出る場合のみ） 

この他に、事前協議を行う場合は □届出対象行為に係る事前指導等の申出書 

建築物 
高さが 15ｍを超えるもの 又は 

建築面積が 1000㎡を超えるもの 

・新築をするとき 

・増築をするとき 

・外観を変更する修繕、模様替え 

・色彩の変更（塗り替え等） 
工作物 高さが 15ｍを超えるもの 

景観法の届出を 
お忘れなく。 景観法による届出のご案内 

上尾市内専用 

届け出てからの行為着手制限期間… 



景観形成基準を守ってください。 ・・・埼玉県景観計画に基づきます。             

 

●必須の基準・・・遵守しない場合、「勧告」の対象となります。                       

 ○色彩制限基準から外れる面積    の合計が、外観の各立面の面積の中で、一つでも、 

○点滅する光源が形成する面積    ３分の１を超えないようにすること。 

（着色していない石、土、木、レンガ及びコンクリート等の素材で仕上げる外観の部分を除きます） 

  

色相（色合い） 

7.5Ｒから7.5Ｙ（暖色系） 7.5ＲＰから7.5Ｒ 7.5Ｙから7.5ＧＹ 7.5ＧＹから7.5ＲＰ（寒色系） 

用途地域のある区域     

彩度は６以下とすること 

用途地域のない区域     

 明度２と彩度６を同時に

超えないこと 

 明度２以下としないこと 

用途地域のある区域         

彩度は４以下とすること 

用途地域のない区域         

 明度２と彩度４を同時に超えないこと 

 明度２以下としないこと 

用途地域のある区域     

彩度は２以下とすること 

用途地域のない区域     

 明度２と彩度２を同時に超

えないこと 

 明度２以下としないこと 

 用途地域のない区域での無彩色は明度３以上とすること 

●配慮事項・・・以下の事項に配慮して計画してください。 

 遠景～中景（広域景観の中でのあり方）                                

□広域的な観点から景観上の特性を踏まえ、地域の景観に与える影響に留意すること。  

□山の稜線や神社仏閣などの地域の優れた眺望を大切にし、道路その他の公共の場所における視点場からの

眺望の保全に配慮すること。 

 中景～近景（周辺景観の中でのあり方）                                

□建築物の外壁など外観を構成するものは、周辺の景観と調和した素材や色彩とすること。 

□外観を構成するものに照明を行う場合は、周辺の景観と調和した光色等とすること。  

□建築物等の大きさは、周辺の景観との連続性に配慮し、圧迫感を生じないようにすること。 

□建築物等の形態は、周辺のまち並みや建築物の形態と調和した形態とすること。 

□外観を構成するものは、周辺の景観との連続性に配慮し、位置をそろえること。  

 建築物等のデザイン                                         

□外壁など外観を構成するものは、原色に近い色彩や点滅する照明は避けること。多色使い又はアクセント

色の使用に際しては、使用する色彩相互の調和、使用する量のバランスに十分配慮すること。  

□屋外階段は、建築物本体と調和した外形及び色彩とすること。  

□屋上設備等は、外部から直接見えにくいように壁面、ルーバー等で囲い、ルーバー等は建築物本体と調和

する外形及び色彩とすること。  

□敷地内には、県産植木類等、地域の景観に調和した樹種を植栽すること。それらは道路等の公共空間に面

する部分に植栽すること。  

□資材等を堆積する場合は、人の目線より低く整然と堆積し、堆積物の周辺は植栽等で遮蔽すること。  

 

お問い合わせは・・・ 

上尾市都市整備部都市計画課 

電話 ０４８―７７５－７６２９ 


